







































つの分野にわけで考えてみよう。まず伝記については明治四十年石井研堂によってまとめられた「間鍋人中村正直伝」がある。これは正直放後十六年、夫人高橋氏の技後二年目 出版されたもので豊富な資料 基づき誕生か 晩年まで年代を追ってかなり詳しくかか ている。それは生前正直自身がかいた自伝「自叙千字文」によって事実においては間違いないものとされるが正直の思組、キリスト教との関係においては不充分な点 多 これは筆者の思想、宗教的立場によ ものであろう。その後いくつかの小
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京大学での講義は漢学、支那哲 で っ 。学問としてもっ も造詣が深かったのは漢学であろう。それは の蔵書三万冊余りの
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は洋学この父母の精華が始めて、一完人を生み出した である」と 室 岡 い て い る 。
明治元年幕府崩壊の報をうけて、予定の五年を二年で切り上げ





























































































































































































































































































































































































































































調 ？ ハ 年
ハ日）「ドクトル・ヘボン」牧野
書店
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（お）「人民ノ性質ヲ改造スル説」明六雑誌三十号
（明治文化全集・雑誌編）二
O
一 頁
ハお）「敬字文集」巻六
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